
問題
• 図1のブロック線図と伝達関数𝐺(𝑠)のブロックを用いた図2、図3のブロック線図について以下の問に
答えなさい。𝑠はラプラス変数、𝜔は定常状態における入力信号の角周波数とする。
1. 図1において、𝑉ଵは入力電圧、𝑉ଶは出力電圧、𝑉௫は(2/𝑠)の積分回路の入力電圧を表す。このとき、𝑉ଵ, 𝑉ଶ, 𝑉௫の間に

は、以下の関係が成り立つ。
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このとき、𝑉௫を消去して、図1の回路の伝達関数𝐺 𝑠 = 𝑉ଶ/𝑉ଵを求めなさい。
2. 図1の回路の伝達関数𝐺(𝑠)について、𝜔 → 0としたとき、漸近する位相を求めなさい。なお、図１の回路の周波

数特性𝐺(𝜔)は、伝達関数𝐺(𝑠)に対して、𝑠 = 𝑗𝜔とすることにより求められる。
3. 図2において、𝑉ଵは入力電圧、𝑉ଷは出力電圧を表す。図2の回路の伝達関数𝐺 𝑠 = 𝑉ଷ/𝑉ଵを𝐺(𝑠)を用いて表しなさ

い。
4. 図3において、𝐺(𝑠)は図1の回路の伝達関数であり、𝑉ଵは入力電圧、𝑉ாは回路内で発生した誤差電圧、𝑉ସは出力電

圧を表す。このとき、𝑉ସを𝑉ଵ, 𝑉ா, 𝑠を用いて表しなさい。ただし、𝐺(𝑠)を含まない表記で示しなさい。
5. 図3の𝐺(𝑠)が、図1の回路の伝達関数であるとき、図3の回路の出力電圧𝑉ସに誤差電圧𝑉ா成分が含まれない角周波

数𝜔を求めなさい。ただし、𝜔 ≧ 0とする。計算過程を示すこと。
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